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瀧
山
寺
は
、
奈
良
時
代
（
約
1
3
0
0
年

前
）
に
創
建
さ
れ
た
古
刹
で
、
天
台
宗
の
寺

院
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
寺
伝
『
瀧
山

寺
縁
起
』に
よ
れ
ば
、
朱
鳥
元
年（
6
8
6

年
）、
奈
良
時
代
の
伝
説
的
な
山
岳
修
行
者

役
小
角
が
青
木
川
の
滝
壺
か
ら
薬
師
如
来
を

拾
い
上
げ
、
安
置
す
る
た
め
に
「
吉
祥
寺
」

と
い
う
一
堂
を
建
て
た
の
に
始
ま
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
保
安
年
間（
1
1
2
0
〜
24
年
）

比
叡
山
で
修
行
し
た
仏
泉
上
人
永
救
が
物
部

氏
の
保
護
を
受
け
て
本
堂
を
建
て
る
な
ど
し

て
再
興
し
、
熱
田
大
宮
司
家
、
源
頼
朝
の
鎌

倉
幕
府
、
歴
代
の
足
利
氏
、
そ
し
て
徳
川
家

の
恩
恵
を
受
け
、
文
化
発
信
の
地
と
し
て
三

河
地
方
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
文
化
遺
産
の
宝
庫　

瀧
山
寺

　

本
堂
は
、
貞
応
元
年（
1
2
2
2
年
）、
三

河
の
地
頭
で
清
和
源
氏
の
流
れ
を
く
む
足
利

義
氏
に
よ
り
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
の
本

堂
は
、
明
治
四
十
三
年
頃
に
解
体
・
大
修
理

を
し
た
も
の
で
す
。
桧
皮
ぶ
き
の
寄
せ
棟
造

り
で
、
こ
と
に
肘
木
の
彫
刻
は
極
め
て
雄
々

し
く
、
虹
梁
・
木
鼻
・
蟇
股
な
ど
と
共
に
鎌

倉
建
築
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
明

治
三
十
七
年
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
門
は
、
文
永
四
年（
1
2
6
7
年
）、
飛

騨
権
守
藤
原
光
延
（
飛
騨
の
内
匠
）
に
よ
り

建
て
ら
れ
た
岡
崎
市
最
古
の
和
様
建
築
物
。

か
え
る
ま
た

こ
う
り
ょ
う

き　
は
な

ひ　
は
だ

じ
ゅ
う
お
う

え
ん
の
お
づ
ぬ

や
く　
し　
に
ょ
ら
い

ほ
う
あ
ん
ね
ん
か
ん

ぶ
っ
せ
ん
し
ょ
う
に
ん
え
い
き
ゅ
う

文化財

訪ねて
を

1
3
0
0
年
に
渡
る
悠
久
の
時
の
流
れ

瀧
山
寺
の
歴
史

瀧山寺
瀧山東照宮
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三
間
一
戸
の
楼
門
、
屋
根
は
入
母
屋
造
杮
葺

で
す
。
明
治
三
十
四
年
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
正
面
に
掲
げ
ら
れ
た

「
瀧
山
寺
」
の
扁
額
は
日
本
三
蹟
の
一
人
で

あ
る
藤
原
行
成
の
八
代
の
孫
、
行
純
の
子
で

世
尊
流
の
書
家
の
作
で
す
。

　

寺
宝
の
聖
観
音
・
梵
天
・
帝
釈
天
三
尊
像

は
、
鎌
倉
時
代
の
第
１
の
仏
師
運
慶
・
湛
慶

父
子
の
作
と
し
て
、
昭
和
五
十
六
年
に
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
聖
観
音

像
は
頼
朝
公
の
等
身
大
で
、
仏
身
に
御
髪
と

御
歯
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

瀧
山
寺
は
、
寛
文
十
年
（
1
6
7
1
年
）

と
元
禄
十
年
（
1
6
9
7
年
）
に
徳
川
将
軍

家
に
よ
り
修
復
を
受
け
ま
し
た
。
元
禄
十
年

時
の
将
軍
綱
吉
に
よ
る
修
復
を
跡
づ
け
る
も

の
が
境
内
に
あ
る
梵
鐘
で
す
。
銘
文
に
「
大

檀
主
征
夷
大
将
軍
源
綱
吉
公
」
と
あ
り
ま
す
。

　

瀧
山
寺
の
隣
に
あ
る
瀧
山
東
照
宮
は
、
正

保
三
年
（
1
6
4
6
年
）、
三
代
将
軍
徳
川

家
光
公
の
創
建
で
、
日
光
・
久
能
山
と
並
び

「
日
本
三
東
照
宮
」
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

拝
殿
・
中
門
・
本
殿
な
ど
の
ほ
か
、
家
光
公

寄
進
の
太
刀
銘
長
光
と
家
綱
公
寄
進
の
太
刀

銘
正
恒
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
本
殿
と
拝
殿
の
間
に
中
門
が
あ
る

の
が
特
徴
で
、
極
彩
色
の
東
照
宮
様
式
で
建

て
ら
れ
て
い
る
社
殿
は
往
時
の
徳
川
家
の
権

勢
を
今
に
伝
え
ま
す
。

1 瀧山寺本堂（国指定重要文化財）
2 瀧山東照宮（国指定重要文化財）
3 瀧山寺三門（国指定重要文化財）
4 瀧山寺梵鐘
5 日吉山王社本殿（岡崎市指定文化財）
6 運慶・湛慶仏師 作　仏像彫刻
　 帝釈天立像（左） 聖観音菩薩立像（中） 梵天立像（右）
　（すべて国指定重要文化財） 1

2

3

4

5

6
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こ
け
ら
ぶ
き

提供：岡崎市

6

日
本
三
東
照
宮

瀧
山
東
照
宮
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瀧山寺住職　山田 亮盛 氏

　滝町には地域をあげて守られる文化遺産が数多くあります。特に鬼まつりは、
主役を務める3人の冠面者をはじめ、舞を披露する十二人衆や警備、先導役の
箱提灯、消防団、来賓係や駐車場係など、保存会を中心に多くの町民によって
支えられています。
　大松明・十二人衆登山行列からはじまり、クライマックスの火まつりにいた
るまで見どころがたくさんあります。ぜひ一度、足をお運びください。

昔から変わらぬ祭りに祈りを込めて

Message

天
下
泰
平　

五
穀
豊
穣

鬼
ま
つ
り
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鎌
倉
時
代
か
ら
8
0
0
年
以
上
続
く
鬼
ま
つ
り
。

そ
の
起
源
は
、
源
頼
朝
が
祈
願
の
た
め
始
め
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
末
期
に
一
度
途

絶
え
ま
し
た
が
、
徳
川
三
代
将
軍
家
光
公
が
境
内

に
家
康
公
を
祀
る
東
照
宮
を
建
立
し
、
以
後
幕
府

の
行
事
と
し
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
国
の
重
要
文

化
財
で
あ
る
瀧
山
寺
本
堂
に
30
数
本
の
松た
い

明ま
つ

を
持

ち
込
む
こ
と
か
ら
天
下
の
奇
祭
と
し
て
知
ら
れ
る

鬼
ま
つ
り
は
、
昭
和
29
年
、
愛
知
県
初
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

鬼
ま
つ
り
の
「
鬼
」

　

節
分
に
は
「
鬼
は
外
！
福
は
内
！
」
と
豆
を
投

げ
、
鬼
を
追
い
払
う
＝
邪
気
を
祓
う
慣
わ
し
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
鬼
ま
つ
り
に
登
場
す
る
鬼
た

ち
は
、
邪
鬼
を
祓
う
役
目
を
も
っ
て
い
ま
す
。

鉞
・
撞
木
・
鏡
餅
と
い
っ
た
依
代
や
太
陽
を
意
味

す
る
道
具
類
を
手
に
す
る
様
子
か
ら
も
、
邪
鬼
を

祓
う
鬼
神
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

鬼
面
と
火
の
乱
舞

　

鬼
ま
つ
り
は
、
天
下
泰
平
・
五
穀
豊
穣
を
願
い
、

近
年
で
は
旧
暦
正
月
７
日
に
近
い
土
曜
日
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
祭
り
当
日
は
、
大
き
く
分
け
て
大

松
明
・
十
二
人
衆
登
山
行
列
、
仏
前
法
要
、
鬼
塚

供
養
、
庭
ま
つ
り
、
火
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

祭
り
の
主
役
で
あ
る
冠
面
者
は
、
鬼
ま
つ
り
全

体
を
通
し
て
中
心
と
な
る
人
た
ち
で
す
。「
祖
父

面
」「
祖
母
面
」
は
地
元
の
男
性
か
ら
、「
孫
面
」

は
地
元
の
男
子
小
学
生
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。

祖父面祖母面

孫面

・名鉄名古屋本線「東岡崎駅」より、名鉄バス大沼方面行「滝山寺下」下車徒歩3分
※鬼まつり当日（今年は2月16日㈯）は、龍北総合運動場（旧県営グラウンド）～ 瀧山寺をシャトルバスが運行します。

公共交通機関ご利用の場合

ま
さ
か
り　

し
ゅ
も
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
し
ろ

住　　所：愛知県岡崎市滝町字山籠107
電話番号：0564-46-2296

Information
瀧山寺

開館時間：9時～17時（季節によって変更あり）
休 館 日：年中無休（臨時休業あり）
拝 観 料：300円 ※東照宮は別途200円（土・日のみ可）

宝物殿拝観案内
愛
知
環
状
鉄
道

岡崎中央総合公園1

477

335
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瀧山寺
瀧山東照宮

常磐
小学校

岩津
高校

常磐南
小学校

岡崎北
高校

東岡崎駅

岡崎公園

東
名
高
速
道
路

248

名鉄名古屋本線

名鉄名古屋本線

大樹寺三丁目

今年は
2月16日㈯に
行われます

三
河
路
に
春
を
告
げ
る
天
下
の
奇
祭

瀧
山
寺
鬼
ま
つ
り

文化財

訪ねて
を
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昨年開催時の会場の様子

山里アート in 岡崎信用金庫資料館 （平成31年2月2日㈯～2月24日㈰）

　岡崎市額田地区に住む芸術家10人の作家によ
る「山里アート」を、平成31年2月2日㈯～2月
24日㈰に岡崎信用金庫資料館で開催します。
　「山里アート」は2016年から「額田の山里に
根ざし、アートの力を活かしたふるさとづくり
に貢献したい」という思いで開催しています。
額田地区には自然豊かな環境にひかれて移住す
る芸術家も多く、彫刻・陶芸・植物染・蒔絵・
切り絵・ガラス工芸・リサイクルアートなど多
種多様な作品が展示されます。2月3日㈰13時
30分から作家による作品紹介を行います。

岡崎信用金庫講演会開催
　平成30年12月22日㈯、山内昌之東京大学名
誉教授による『家康とその時代』と題した講演
会を開催しました。
　講演会では、家康という稀有の「軍人政治
家」が内戦を封じ込め、現代の外交、国家戦略
につながる平和と安定の礎を作り上げていく過
程について講演いただきました。
　会場では講演内容を熱心にメモを取るなど、
貴重なお話しを聞くことができたとの喜びの声
を聞くことが出来ました。

あいちアール・ブリュット×アティックアート　連携作品展
「まちなかギャラリー」開催 （平成31年2月1日㈮～3月31日㈰）
　愛知県と一般社団法人アティックアートの連携により、障がいのあ
る方の作品を展示し自立を応援する「まちなかギャラリー」を参加機
関・企業（20機関）により開催します。なお、当金庫では本店営業部・
安城支店・豊田南支店・豊橋支店・名古屋支店にて展示します。さら
に平成31年2月20日㈬～3月3日㈰には名古屋支店において、あいち
アール・ブリュット×アティックアート採用作品展を行います。
　「あいちアール・ブリュット展」をきっかけに、「絵を描くこと」と
なった皆さんの作品などを展示するほか、「あいちアール・ブリュット
展」の展示作品をデザインして制作された12社の企業ノベルティとそ
の原画を展示します。

Okashin News
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奨学生による成果発表会開催のご案内
「おかしん先端科学奨学金制度」

日　　時　／　平成31年２月18日㈪　14：00～15：30（開場13：00）

会　　場　／　岡崎信用金庫　本部ビル2階大ホール
申込方法　／　ホームページ「お知らせ欄」に掲載している「おかしん先端科学奨学金制度」奨学生による成果発表会の
　　　　　　ページの『参加申込書』にご記入の上、おかしん本支店窓口へお申し込みください。

※13：00より会場には自然科学研究機構の取り組み内容を紹介したパネルが展示してあります。

発 表 者　／　

当金庫は、大学共同利用機関法人自然科学研究機構（基礎生物学研究所、生理学研究所、分子科学
研究所）と地域連携協定を結び、岡崎市を中心とした地域における教育支援等の活動において、地
域社会の発展と人材の育成に寄与することを目的に、平成24年8月「おかしん先端科学奨学金制
度」を創設しました。今回は奨学生の方々の研究成果発表会を開催いたします。

石井　智子　氏〈総合研究大学院大学(基礎生物学研究所)〉　発表テーマ『細胞の潜在能力を引き出す鍵』
片山　香織　氏〈総合研究大学院大学(基礎生物学研究所)〉　発表テーマ『新たな手法による遺伝子改変マウスの作製』
角　田　　潤　氏〈総合研究大学院大学(生理学研究所)〉　　　発表テーマ『位相差低温電子顕微鏡による腸球菌が持つナトリウムポンプの構造解析』
伊　豆　　仁　氏〈総合研究大学院大学(分子科学研究所)〉　　発表テーマ『人工光合成への挑戦』

岡
崎
信
用
金
庫
講
演
会

日
本
は
ど
う
活
力
を

        　
　

取
り
戻
す
べ
き
か

出
口　
治
明
氏
講
演
会立命館アジア太平洋大学（APU）　学長

学校法人立命館副総長・理事

出口  治明　氏　プロフィール

平成31年日　時

会　場

15時30分開演（15時開場）
2月22日㈮

岡崎信用金庫本店2F大ホール
（岡崎市菅生町字元菅41　TEL：0564－25－7213）
※名鉄東岡崎駅から徒歩10分

入　場
（定員150名程度）

入場無料
※定員となり次第、締め切らせていただきますのでご了承ください。

主催：岡崎信用金庫
お問い合わせ先：岡崎信用金庫地域振興部
　　　　　　　　TEL 0564－25－7213

岡崎信用金庫
資料館

岡崎信用金庫　本店

※駐車場に限りがあります。
　公共交通機関をご利用ください。
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お金を前へ。
人生をもっと前へ。

本サービスご利用に関する注意事項
マネーフォワード for 岡崎信用金庫は、株式会社マネーフォワードが、岡崎信用金庫のお客様向けに提供するサービスです。岡崎信用金庫が提供するサービスではありません。
本サービスのご利用にあたっては、株式会社マネーフォワードの定める所定の利用規約に同意いただく必要があり、本サービスは当該利用規約に基づき提供されます。
当該利用規約は、本サービス新規利用登録時に確認できますので、内容をよくお読みください。
免責事項／本サービス（ソフトウエアを含む）の利用の結果、お客さまが被ったいかなる損害についても、当金庫は一切の責任を負いかねます。

詳しくはホームページをご覧ください。

マネーフォワード　おかしん

700万人が選んだ「自動家計簿マネーフォワード」
　預金口座だけでなく、投資信託やクレジットカード、他の金融機関の口座など取引情報が１つの
アプリで簡単管理。スマホでレシートの写真を撮るだけで自動でカテゴリ分類したり、今あなたが
いる場所のお近くのATMの検索など便利な機能を搭載。使い始めるとお金に対する意識が高まり、
無駄な出費を減らせます。

毎
月
一
回
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